
 松尾孝彦  

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

 

１ 身近な防災について（１５分） 

 大地震に備えての地域防災が進む中で、身近な防災・減災として

地震が起きた際の家具転倒などによる圧死やケガを防ごうと「家具

転倒防止器具取付サービス事業」を実施している自治体がありま

す。 

家具などがストーブなどに落下することで、火災が発生するな

ど、二次的な被害も引き起こします。また、東京消防庁のホームペ

ージによると、近年発生した地震でケガをした原因を調べると、約

３０％～５０％の人が家具類の転倒・落下・移動によるとのことで

す。 

安全対策として、特に高齢者や障がい者世帯の方には、地震に備

えた転倒防止の支援が必要ではないでしょうか。このような観点か

ら、以下質問いたします。 

 

（１） 現状と課題について 

（２） 今後の取組について 

 

 

 

 

２ 防犯対策について（１５分） 

市の防犯情報によると、ひったくり・忍込み・不審火・器物損壊

（タイヤをパンクさせられる）など、犯罪が多発しております。犯

罪抑止効果を高める防犯対策が必要と考えます。 

本市は、どのように安心・安全を守る体制を推進するのか、以下

質問いたします。 

 

（１） 現状と課題について 

（２） 防災行政無線の情報発信について 

（３） ドライブレコーダーの活用について 
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